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.だ
-
言̂
葉
は
.、

そ

の#.
'

社

の 

.倉
庫
か
ら
'@
接
：配
達
せ
ら
れ
た
特
觉
種
類
の
商
ロ
§
を

陳

列

.す

る

棚

を

ス

ー 

*

ハ
ー
マ
ー
ケ
ツ
.ト
內
に
_設
備
す
る
企
業
.を
指
し
て
'い
'
.る
°
'
ス
.丨
.パ，.;|
'
.マ
.丨
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ケ
ッ
ト
を
ふ
く
め
て
凡
べ
：で
0
食
料
雜
貨
店
の
經
營
者
.に
と
ヴ
て
は
双
^: 

殆
ん
ど
取
扱
つ
た
毹
驗
の
な
い
商
品
を
新
た
に
販
寶
す
る
こ
，と
に
對
し
て 

は
大
き
な
不
安
と
不
便
と
を
感
ず
：る
.の
は
當
然
で
あ
る
し
、
..叉
^

の
限
ら 

れ
た
倉
庫
を
こ
れ
ら
商
品
€>
'
ス
^;
ッ
.ク
.の
た
め
に
..利
用
す
る
こ
と
に
%■
歡
' 

極
的
た
り
ぇ
な
い
の
が
通
常
で
知
を
0
而
し
て
右
の
ラ
ツ
$

ヨ
ッ
パ
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の
存
在
が
抑
々
可
能
な
ら
し
め
ら
.れ
だ
：の
；は
實
は
か
、
る
'事
撒
を
そ
の
背
•

 

景
に
お
い
て
.ド
あ
.る
。

■

.

,

.そ
の
經
營
の
具
齔
的
方
法
は
、.
先
づ
笫
一
，に
I

畠
を
賃
借
し
、
楱
定
種 

類

の

商

品

(

多
く
の
場
合
家
庭
金
.物
文
ば
醫
藥
品
乃
•至
化
粧
品
で
あ
る
}

を
貯
蔵
す
る
。

又
彼
は
各
店
に
對
し
規
則
的
に
配
達
を
行
ぅ
に
必
要
な
ト 

ラ
ッ
ク
を
も
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：。

か
ト
る
準
備
の
後
は
じ
め
て 

夫
々
の
食
料
雜
貨

店
と
双
め
を
締
結
す
る

こ
と
V
な
：る
が
、
そ
の
契
約
に
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も
と
づ
い
て
彼
の
行
ぅ
機
能
の
具
體
的
內
容
は
凡
そ
次
め
如
き
も
の
で
あ
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一
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膦
入
店
主
は
彼
が
そ
の
囘
轉
率
が
高
い
と
判
斷
す
る
商
ロ
pH
を
店
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に
設
備
さ
れ
た
棚
に
陳
列
.す

る
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に
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任
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方 

、ジ
ヨ
ッ
パ
ー
は
そ
の
商
品
の
販
賣
に
つ
い
て
は
責
任
.を
も
つ
の
が
通
常
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あ
る
故
、
.
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ー
パ
I

マ.I
ケ
ツ

ト
に
お
い
て
は
、

た
と
え
そ
れ
が
賣
れ
殘 

つ
た
と
し
て
も
そ
れ
を
氣
に
す
る
翌
は
な
い
。

ニ
、
貯
藏 

'ジ
ヨ
ッ
パ
ー
は
常
に
そ
の
地
域
ー
圓
の
小
寳
店
の
た
め
"に
倉 

庫
設
備
を
有
し
て
い
る
が
、
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の
こ
と
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小
賣
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に
そ
の
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の
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列
品
に
つ
い
て
の
み
支
拂
が
耍
求
せ
ら
れ
る
に
と
乂
ま
る
た
め
、
本
來
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'
ト
ッ
ク
の
た
め
，に
挺
.
，
オ

：
る
；
で

あ

.

ら
う
か
な
り
.の
_資
：金
を
節
約
せ
し
め
る
.こ
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'
.
な
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三
、
.
.價
格
付
.け

凡

べ

て

.の
商
品
は
へ
ジ
ョ
ッ
パ
、丨
の
.倉
庫
に
.お
い
'て
價
格 

,
付
け
が
な
.さ
.れ
.る
の
.で
、
小
員
.商
に
と
づ
て
そ
れ
だ
け
の
-費
用
が
節
約
さ
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.れ
る
.こ
.と
\'
,か
る
"
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四
、;
小
賣
店
え
の
配
達
ジ
ョ
ッ
パ
ー
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必
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と
あ
れ
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た
と
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下
の
.少
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'で
.も
配
達
.す
る
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こ
れ
ら
の
双
|§
の
遂
行
に
か
な
り
の
費
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を
要
す
る
こ
と
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で
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り
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つ
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事
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下
に
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等
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機
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か
'ら
行
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た
場
合
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れ
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だ
け
の
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潤
を
收
め
え
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あ
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。
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が
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な
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せ
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賣
店
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造
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仕
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行
お
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れ
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ク
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ョ
ッ
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ス
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丨
マ
I
ケ
ッ
ト
の
規
模
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商
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類
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の
間
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關
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存
す
る
と
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る
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第
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表
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規
模
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な
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チ
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|
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除
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は
高
ぃ
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が
し
か

販賣カ集團
(酉离ドル）

声 '

連鎖
傘下店舖推 
定數

直接購入食社 
( 苗分比）

1 以下 1 27%
.X 5 1 - 4 46
5 〜 15 5 〜 12 63

15 〜 40 .13,〜 25 64
4 0 以上 2 6 パ 800 80
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。
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に
販
賣
開
始
後
の
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四
週
間
は
か
な
り
の
販
W

高
を
あ 

げ
ぅ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
以
後
は 

顔
著
に
低
下
す
る
。
：大
量
販
賣
を

立
_
前

と

す
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ス
ー
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丨
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つ
て
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る
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を
不
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に
か
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え
て
行
ぐ
こ
と
は
決
し
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ま
し
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い
こ
と
で
な
い
し
、
又
そ 

れ
は
十
分
な
保
管
設
，備
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轉
率
の
低
い
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れ
ら
商
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た
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忆
倉
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，
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そ
の
機
舶
す
る
場
を
興
え
ら
れ
る
の
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あ
る
が
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彼
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凡
ベ
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商
品
を
丄
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度
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陳
列
す
る
•>
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種
の
商
品
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す
る
。

そ
し
て

そ

の
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廻

轉
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'
低

下

せ

る

商

品

は

他

の

.
も

の

：
と

.

直

ぢ

.に

取 

り
換
え
、
：
こ
の
こ
ど
'を
反
稷
す
る
.
こ
と
に
.：ょ
つ
て
實
揚
當
り
の
高
：、ザ
廻
轉 

_
を
維
持
し
ょ
^

^:
'

す
.
る
0

,'
;
;
か
く
0

;如
<.
:

不
斷
に
.高
い
_需
要
の
册
待
し
え 

な

い
種
類
の
'
商
品
に
つ
い
て
は
ラ
ッ
ク
ジ
ヨ
'/
■
'
X

I

の
機
能
に
賴
！

0

方
が 

は
る
か
.

に
有
利
で
あ
り
、
：從
つ
て
•經
營
親
模
の
大
小
に
拘
わ
.
，

I
V

ず
彼
え
；の 

依
存
度
は
高

I

こ
K
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；.る
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食
料
品
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厥
賢
.
と
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傾
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ぜ
し
め
た
他
の
理
出
と
し
て
は
、
部
門
贷
制
度
並
び
.に
製
造
業
者
の
ラ
ッ

第 *表 醫 藥 品 、化辟品、スーパー 
マ一ケツトの直接膦入对3 1 9 5 1年

香
評
及
^

紹
介
：

，
ク
サ
ー
ヴ
イ
ス
'

を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
.
.い
。
し
か
し
前
者
は
ス
ー
。ハ
ー 

.

マ

ケ

ッ

ト
.

の
.
設
立
と
、共
に
古
く
、
初
期
の
そ
れ
は
部
們
貸
制
度
に
よ
.

つ 

.

，て
經
營
さ
れ
た
と
云
ぅ
も
過
言
で
は
な
い
。
從
.つ
て
特
に
.戰
後
の
ス
ー
。ハ 

丨
マ
ー
ケ
>

ト
の
薪
傾
向
を
說
明
す
.る
理
由
と
し
て
は
十
分
と
は
云
い
難 

.

.

.い
。
他
方
後
者
は
、
：ス
ー
。ハ
！
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
顧
客
吸
收
力
に
注
目
し
た 

.

.製
造
業
者
が
ラ
ジ
ク
サ
ー
ヴ
イ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
I
自
己
の
商
品 

:

の
販
路
を
擴
大
せ
ん
：と
十
る
も
.
の
に
他
な
ら
な
い
。
：
そ
の
場
合
製
造
業
者 

が
ラ
ッ
ク
'
ジ
ヨ
ッ
バ
ー
に
比
し
て
有
利
な
こ
と
は
、
後
者
の
場
合
は
そ
の 

,

へ
機
能
遂
行
の
.太
め
の
費
用
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
小
賣
機
關
に
與
え
ら
れ
る 

.
マ.
丨
、チ
' 

ン
は
ニ
五
^

に
.
ま

で

低

下

す

る

 

+
を
餘
儀
な
く
.
せ
ら
.■

れ
る
に
反
し
、
 

通
常
小
賣
商
に
認
め
.

ら
れ
^

マ
ー
デ
ン

(

三
〇—

三
三
％
>

を
損
ぅ
こ
と
. 

.

な
く
ス

—

パ
I

ケ
ッ
ト
に
%'

た
ら
し
ぅ
る
こ
と
で
あ
る0

ハ
ス
ト
ン
會
社 

.

の
場
合
は
そ
の
提
供
す
る
ラ
.

ッ
ク
サ
ー
ヴ
イ
ス
.と
頻
繁
な
陳
列
商
品
の
口 

.—

テ
イ
シ
ヨ
ン
.

と
..に 
'よ

^ '
'
.て
平
均
的
ス
I

パ.—

マ

ー

ケ

ッ

.
ト
r

お
い
て
さ 

ぇ
'
年

が
.
间
乃
'
至
十
间
め
廼
轉
维
を
：上
げ
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。

'

:「

戰
後
の
か
：ト
る
新
傾
向
e
關
し
て
ホ
I

ン
氏
は
.輝
か
し
い
.將
來
を
期
待 

し
て
：い
る
如
く
で
あ
る
が
、I

方
か
、
る
樂
觀
的
見
解
に
對
し
て
ナ
イ
ス 

ノ
ト
ロ
ー
ム
敎
授
は
'-「

事
實
に
%;
と
づ
く
見
解
で
は
な
い
.が」

.と
こ
'と
わ
つ 

r

て
、
小
賣
經
營
の
成
功
は
經
#-
內
部
の
無
駄
を
發
見
せ
ん
ど
す
る
意
圖
か 

:

ら
出
發
.せ
る
-「

特
定
小
賣
活
動
の
集
約
的
碗
究
か
ら
生
ず
る」

と
の
べ
て 

お
り
.、
：か
，く
の
如
き
取
扱
商
品
の
分
野
を
擴
大
；す
る
こ
と
に
む
し
ろ
反
對 

、の
意
鬼
の
あ
る
と
と
.
.も
み
の
が
し
え
な
い
.°(
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、生 m 配 t 給

製 造 寧 8,263,085 523,682
鑛業及採石業 842,047
農 等 8,457,952
m 設 業 478,830
採 油 業  

(1930) 
林業及水產業 

(1930)
卸 商 業

105,224

250,469

1,358,390
小 寶 商 業 5,473,212
鐵 ’ 道 994,371
保險、不動產 

の他の配給
159,814

394,089
523,849

合 針 18,556,401 9,267,543
西 分 比 66.7 33.3

935年數
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.

.
'
没

^

30
水

30
亩

.陶
：
.

.
不
.
.の
■ 

乂r>

:
g
. 
: 

.
'51
-及

，
設诉

19
及
19
商
貨

.-

、
他

釦
 

f

 

0 

.ぐ
業
く

.
-.1
..
險
の
.
合
百 

.

:
 

‘製
鑛
舞
建
：採
林

.
卸
小
鐵

.保
其

；

重
が
愈
々
'大
き
く
な
り
.つ
.、
あ
る
•こ
と
を
.示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
が
、

1

方
に
お
い
て
此
の
事
實
は
配
給
の
非
能
率
に
對
■す
る
非
難
の
根
據
と
し 

て
も
考
え
ら
れV

來
た
も
iの
で
あ
る
。

か

、
る
傾
向
に
對
す
る
說
明
と
し 

.て
は
、
從
來
㈠

財
貨
生
產
量
の
增
大
、
㈡

消
費
者
の
要
求
す
る
サ
I
ヴ
ィ 

ズ
量
，の
增
加
、
㈣

流
行
の
急
速
な
變
遷
に
伴
ぅ
危
險
の
增
大
、
等
'々

が
指 

摘
さ
れ
て
.來
て
は
い
る
が
、

か

、
る
配
給
從
業
者
数
の
增
大
を
も
つ
て
齙 

耠
の
非
能
傘
を
結
論
す
る
こ
と
は
決
し
て
正
し
い
態
度
で
は
な
い
。
第
二 

表
か
ら
も
明
ら
か
な
如
く
、

生
產
.の
分
野
に
贫
け
る
と
同
樣「

配
铪
の
分 

.野
に
お
い
て
も
從
業
者
て
人
當
り
の
產
出
量
は
か
な
り
顯
藩
な
增
加
を
示 

し
た」
の
で
あ
る
P 

.

.

.
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
生
庫
の
.場
合
に
お
い
て
も 

又
配
給
の
場
合
■に
お
い
て
も
共
に
能
率
0
.增
加
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が 

出
來
る
と
し
て
も
、
.そ
の
增
加
率
の
點
に
お
い
て
は
前
者
に
比
し
て
後
者 

の
揚
合
に
は
か
な
り
異
づ
て
い
.
'る
。

こ
の
と
と
は
エ
鑛
業
に
お
い
て
は
生 

:

產
量
■.と
：.雇
嫌
量
と
の
.均
銜
を
，維
持
す
る
.
.こ
■>
.
が
比
較
的
容
易
で
'あ
る
が
、

_

九
二 

(

一
一 

七
〇)

三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
十
二
號

、

.
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n
n
a
l
s

o

fe+
i
l
e

 

A
m
e
r
i
c
a
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a
d
e
m
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O
H po

u
r

 

...•tical a
n
d
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o
c
i
a
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M
a
y
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9
4
S

.戰
後
の
配
給
組
織
論
の
分
野
に
お
け
る
：一
.
っ
の
關
心
は
、
.配
給
能
率
を 

經
锊
能
牵
と
し
て
で
は
な
く
、

そ
の
社
•命
的
能
串
と
！

K

う
視
點
か
ら
、

こ 

.れ
を
と
.ら
え
よ
う
.と
す
る
.，
こ
.ろ
に
お
か
れ
て
い
る
。

そ
の
方
a

と
し
て
. 

は
擞
っ
か
の
も
の
が
考
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、

し
か
し
中
で
'も
#

に
吾
 々

の
注
澈
を
藏
く
も
の
は
配
給
が
雇
傭
す
る
總
勞
働
#

を
も
.っ
て
'し
よ
う
と 

す
る
最
近
の
試
み
で
あ
る
。
例
.え
ば
ホ
I

ス
ト
ソ
敎
授
や
ギ
■フ
ィ
ン
敎
授 

.
の
研
吭
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
筆
者
が
此
處
に
紹
介
し 

よ
う
と
す
るn

ン
ヴ
ァ
ー
ス
敎
授
の
研
究
は
、

お
そ
ら
く
此
の
視
角
か
ら 

配
給
能
^

を
問
題
と
し
た
最
も
先
軀
的
な
硏
究
の
一
っ
で
あ
ろ
う
。
勿
論 

zl
w
ヴ
ァ
ー
ス
敎
授
の
此
の
研
究
は
戰
前
の
そ
れ
で
あ
り
、
戰
後
の
右
の 

二
敎
授
の
研
究
と
は
そ
.の
ね
ら
い
に
お
い
て
多
少
の
相
違
は
あ
る
に
し
て 

も
、

と
に
か
く K

.

 
メ
リ
力
の
傳
統
的
な
自
由
企
業
組
織
.に
よ
る
配
給
を
擁 

護
し
よ
う
と
す
る
.も
の
で
あ
る
と1

K

う
點
に
お
い
て
.は
こ
れ
ら
は
何
等
異 

る
と
こ
ろ
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
'
. 

.
V

有
給
入
口
統
訃
に
お
い
て
注
目
す
ベ
き
事
實
は
配
給(

商
業
及
び
輸
送
.

) 

從
業
畓
の
比
^

に
お
け
る
願
茗
な
增
加
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
卽

ち

一
八 

七
〇
哔
に
お
い
；て
は
配
耠
從
業
者
の
占
め
.る
割
合
は
僅
か
に
.全
體
9
九

• 

九
^
,に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

一
九
二
〇
平
に
お
い
て
は
ニ
〇

•

四
^
え
と 

ほ
乂
倍
加
し
て
い
る
。

又

別

の

資

料(

第

一
表)

の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ 

ば
主
驳
'一
一
產
業

の

總

從

業

者

一

一
、
' 七
八
ニ
蔥
人
中
そ
の
凡
そ
三
.分 

の
一
は
配
給
活
動
の
從
業
者
で
.あ
る
。

し
か
も
此
の
三
分
の
一
と
云
う
數
. 

字
は
極
く
內
輪
の
評
價
で
あ
り
、

「

送
狀
ゃ
注
文
書
の
作
成
、
.金
錢
收
納 

の
記
帳
の
如
き
配
給
活
動
の
.た
め
に
そ
の
時
間
の
全
部
又
.は
次
部
分
を
費 

し
て
い
.る
.人
.々
，」

を
も
針
算
に
'入
れ
.る
な
ら
ば
、

お
そ
ら
く
そ
の
數
は
四 

.

〇
多
に
■も
及
ぶ
も
の
と
推

定

せ

ら

れ

か

.0

.

'

•

,

か
i

配
給
從
業
者
の
增
洳
傾
向
は
.
、
'
國
民
：經
.濟
に
お
呔
る
配
给
の
比

.

.

.

.数


-

.指

.

.'

铪

，
 

'■
.配

. 

:
及
' 

產

:

生貨

■
.
財 り

表

當

ニ
.
人
' 

第

一

. 年度 生 產 配 給

1869 100 100

1879 145 139

1889 217 146 •

ユ899 284 130

1899 100 100

1909 114 114

1919 149 129

1929 204 136

1935 182 124

配
給
に
お
い
て
.は
'、

そ
れ
が
主
人
と
そ
の
家
族
.に

よ

つ

て

經

營

ぜ

ら

れ 

る
.の
が
一
般
的
•で
あ
る
と
沄
5

こ
と
か
ら
、V
た
と
え
取
引
量
の
低
下
が
生 

じ
：た
と
し
て
も
速
か
.に
こ
れ
に
適
應
さ
せ
で
厘
傭
を
削
減
す
る
こ
と
故
出 

來
え
な
い
と
い
ぅ
事
情
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
卽
ち
家
族
勞
働
'が 

中
心
と
な
る
經
營
に
ぉ
ぃ
：て
は

'、.た
と
え
取
引
.量
が
減
.少
し
て
.も
ご
れ
穹 

減
少
せ
し
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
從

.つ
て
、
-
例
か
ば
不
況
の
如
き 

理
由
に
よ
つ
て
取
引
最
.の
激
減
が
坐
じ
た
年
度
に
お
い
て
は
、

ぞ
れ
に
伴 

つV
I

人
當
り
の
財
貨
の
取
引
量
は
低
下
せ
ざ
る
を
え
.な
い
。
事
實
ー
九
. 

ニ
九
年
よ
り
一
九
三
三
年
に
：至
る
世
界
的
不
況
期
.に
際
し
て
は
'
，製

造

業

。
 

の
厲
馓
數
は
3

1
ギ
と
大
幅
に
低
下
し
た
に
も
拘
わ
ら
.ず
'、
'配
給
.に
お
.い 

て
は
僅
か
に
一
五
^

の
低
下
に
と

r

ま
つ
た
.。
/
特
に
家
族
經
營
的
色
彩
の 

強
：い
小
賣
商
業
の
み
に
つ
’
い
て
み
れ
ば
そ
の
低
下
は
僮
か
.に
五
^

に
す
ぎ 

■な
が
つ
.た
の
で
あ
り
？

こ
.の
.こ
.と
が
第
二
表
に
お
い
.て

は

；
一
九
一
.一
一
五
年.の

_ 

ー.
.人
當
り
.配
給
量
の
著
各
し
い
低
下
と
な
..つ
て
.あ

；
ら

わ

れ

て

來

ャ

：
い

，
る

。
.
.
.

し
か
し
.
な
が
A

配
耠
に
お
^ '

て
は
；
一
人
當
り
の
取
引
* :

は
.ー
汍
三
五
年 

.

の
例
外
は
知
る
に
し
七
>

「

般
的
に
は
漸
% :

の
，
傾

向

ダ
.

た
ど
っ
-

て
ぃ
る
0 

こ
れ
は
配
給
能
串
'

に
扭
け
る
上
％
.

に
外
な
ら
な
い
：が
、
.

そ
れ
.
で
.

は
.
か
1

る 

配
給
能
率
の
上
昇
は
如
何
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
か
、

又
逆
に
そ
の
能
率

V
'
.一
'

#
評
及
..び
.顧
介
：

.

を
低
下
せ
し
め
る
方
向
え
と
作
用
す
る
要
素
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
.

 

な
.い
.が
、

そ
れ
は
具
體
的
に
，何
で
あ
る
か
。；
先
.づ
.能
率
の
上
界
を
も
た
ら 

し
た
耍
素
と
し
て
コ
ン

ヴ
ァ
ー
ス
敎
授
が
指
摘
し
て
い
る
も
の
は
、
輸
送 

面
に
，お
け
る
ょ
り
大
な
る
貨
物
列
車
並
.び
に
自
動
革
の
出
現
、
商
店
經
營 

の
.面
に
お
い
て
.は
.現
金
持
歸
り
店
、

セ
ル
フ
サ
丨
'ヴ
ィ
ス
現
金
持
歸
り 

店
、
食
料
品
分
野
に
本
け
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

配
給
段
階
を
縮
少 

せ
し
め
る
ご
と
に
ょ
/つ
そ
販
賣
費
の
節
約
を
も
た
ら
す
統
合
配
給
機
關
の 

發
展
、

そ
しU

更
に
經
營
上
の
.諸
技
術
の
進
步
> 

機
械
技
術
の
發
展
も
配 

給
能
串
の
向
上
に
決
し
て
無
關
係
.で
は
な
か
つ

た
‘。
他
方
能
率
の
低
下
を 

も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
要
因
と
し
て
ゆ
、
•勸
務
時
間
の
短
縮
化
つ
消
費 

者
え
提
供
せ
ら
れ
る
サ
ー
ヴ
ィ
ス
量
の
增
加
、
廣
吿
、
販
賣
に
お
け
る
競 

爭
的
浪
費
の
場
犬
、
：
或
る
地
域
え
の
商
店
の
過
度
の
集
中
、

そ
し
て
特
に 

一
九
三
三
年
以
降
顯
著
と
な
つ
て
來
た
政
㈣

㈣
關
に
對
し
て
作
成
し
な
け 

れ
ば
な
.ら
.な
，い
S

書
類
の
%
_
、
此
の
中
で
も
特
に
勤
務
時
間
の
短
縮 

化
は
，

T

九
.ニ
九
年
ょ
.
.;!
?
;
'九R

一
五
年
に
'か
け
て9

一
人
當
ゥ
取
引
量
の
減 

退
の
事
實
に
對
す
る
そ
の
責
の
大
半
を
負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
.あ
る
と 

考
え
ら
.れ
る
。

:

:

■:

' 

-

雇
傭
量
と
密
接
に
關
聯
す
る
要
因
は
賃
銀
水
準
で
あ
る
が
、
第
三
表
か 

ら
も
明
ら
か
な
如
く
小
賣
商
業
を
別
と
し
て
は
一
般
に
配
■給
關
係
の
賃
銀 

は
高
水
準
を
保
つ
て
い
る
。
■鐵
道
並
に
卸
商
業
の
高
賃
銀
は
そ
の
.勞
働
が 

か
'^-
り
；高
度
の
熟
練
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
沄
ぅ
事
情
に
.も
と
づ
く
も 

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
外
特
.に
鐵
道
の
高
賃
銀
に
關
し
て
は
强
カ
な
勞 

働
：組
合
.の
壓
：カ
が
影
響
し
て
い
る
汔
考
え
ら
れ
る
。

一
方
小
賣
商
業
の
そ 

れ
は
極
め
て
低
位
に
お
か
れ
て
い
る
<が
、

こ
れ
は
如
何
に
說
明
さ
れ
5

る 

か 
0'

 

“ 

' 

. 

_ 

.

, 

.

.
小
賣
商
業
に
；'お
い

て
は
そ
の
賃
銀
は
殆
ん
ど
市
場
处
需
給
關
係
に
ょ
つ 

て
決
定
さ
.
れ
、.
勞
働
組
合
の
如
き
獨
占
的
要
素
に
.
ょ
つ
.

て
左
右
さ
れ
'る
こ 

と
は
袷
ん
ど
な
か
.
つ
た
。
そ
れ
は
小
賣
商
業
が
概
し
て
家
族
經
營
を
中
心

V
.

.
.

:

九

三

'(
.
1

ー
；七
1)

.：



0.G48
0.903

0.693
0.538

0.308

第3 表各產業從業者平均年賃銀、
平均時間當貨銀パ:ぐ.'::::':1935年
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業
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業
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業
業
業
業
業
業
業
業
樂
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ス

他
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,造

設

：商
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|代

、；
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倉

放

代

ソ
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f

亨

の
 

て

.

,

:賣

酸

巧

共

デ

吿

I

V
テ
，

■

動

， 

「

農
鑛
製
建
鐵
卸
小
不
保

ト
公
ラ
廣
サ
保
ホ
媒
-^
そ
自
' :

其

三
田
皋

會

雜

誌

第

四

十

七

卷
第

十
二
號

と
す
る
小
經
營
で
あ
：つ
た
こ
と
に
も
と
づ
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
大 

規
模
小
實
商
.業
の
出
現
は
除
々
' 

.
に
小
賣
商
業
勞
働
に
お
け
る
そ
；の
組
織
部 

分
を
廣
め
つ
く
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
■そ
.れ
と
し
て
小
賣
商
業
勞
働
者
'の

. 

低
賃
銀
の
晴
因
が
そ
の
供
給
量
に
お
け
る
絕
對
的
過
剩
性
に
あ
る
こ
と
は. 

明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
.間
題
は
何
放
に
特
に
小
寶
商
業
に
お
い
て
勞
働 

力
の
過
剩
傾
向
が
現
れ
る
か
と
.宏
ぅ
£
と
に
な
る
.。
，
此

の

傾

；向

を

.促

す

原 

因
と
し
て
は
歡
つ
か
め
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
そ
の
勞
働 

が
特
殊
な
訓
練
や
熟
練
を
架
し
な
い
.と
一K

ぅ
簡
單
な
理
由
に
ょ
る
の
で
あ
：
 

.ろ
ぅ
。
し
か
し
此
の
■外
に
も
，更
に
他
to
'
.幾
.つ
か
.の
理
由
が
.指
摘
さ
れ
な
け 

ば
な
ら
な
い
。
，
=•
;
ン
ヴ
ア
ー
ス
，敎
授
は
、例
え
ば
從
業
員
は
割
引
で
商
品 

を
入
手
し
ぅ
る
特
典
を
有
す
る
こ
.と
又
ぞ
の
仕
事
の
內
容
が
'「

ィ
ノ
テ 

y:
向
.の
仕
棗」

で
あ
る
こ
ど
、」

更
：に
は
，仕
事
そ
の
'も
の
は
筋
肉
h勞
.働
'の
場 

合
よ
り
簡
單p

あ
.

り
な
が
ら
し
か
‘

そ
の
'職
業
，に
つ
く

i>
:
‘の
に
は
.、

特
に

,'
■

.
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九
四
.：(

'一一
:

七 
ニ)

.
：

小
都
市
に
■お
い
て
.そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
か
.な
り
高
い
社
會
的
地
位
が
與 

:

.え
'ら
.れ
る
と
13\
う
事
情
.を
栺
摘
し
て
'い
る
？
.な
る
程
平
均
的
に
.は
賃
銀
は 

俾
い
の
.で
あ
る
が
、
:'
-
レ
か
し
.連
鎖
店
、
百
貨
店
に
.お
い
て
相
當
の
.高
給
の
- 

與
.え
ら
れ
2>
：
地
位
於
あ
.石
，の
で
'あ
り
、
多
數
の
若
い
人
々
は
こ
の
地
位
を 

.

え
よ
う
と
1,
;
て
小
賣
商
業
え
と
引
き
つ
，け
ら
れ
て
行
く
し
、.
又
後
日
自
か 

e>
'
此
の
分
野
.に
お
い
て
經
營
’主
た
吹
ん
と
し
で
入
つ
て
.行
く
も
の
も
少
く

J

M

C

'
 

.
‘
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-

:

:し
ば
し
ば1K.

わ
れ
る
よ
う
に
小
賣
商
業
の
分
野
ほ
ど
そ
の
組
織
化
に
消 

極
的
な
分
野
は
他
に
存
し
な
い
。へ
そ
の
理
由
を
考
え
う
る
に
、

抑
々
勞
働 

,

組
合
は
逼
傭
主
が
極
め
.て
强
力
と
な
つ
た
結
果
勞
働
契
約
の
交
渉
に
お
い 

て
個
々
の
勞
働
象
は
自
然
不
利
な
立
場
に
立
た
ざ
る
を
え
な
い
た
め
、

こ 

れ
を
M
傭
主
と
同
じ
水
暫
に
ま
で
訃
.き
上
げ
平
等
な
立
揚
.に
お
い
て
交
渉 

.を
^'
さ
し
め
る
べ
く
成
：立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
小
賓
商
業
の
場
合
は
前 

述
の
如
く
傳
統
的
に
小
經
營
で
あ
り
、
從
つ
て
平
等
な
立
場
に
お
け
る
契
' 

約
の
締
結
と
云
う
組
合
本
來
の
主
旨
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
そ
れ 

は
存
し
な
い
の
が
當

然
と
一K

わ
ね
.ば
な
ら
な
い
。

:

し
か
し
な
が
ら
大
規
標
小
賣
商
業
が
異
常
な
發
展
を
遂
げ
た
今
日
に
お 

い
て
は
必
ら
ず
し
.も
そ
う
と
言
い
切
る
こ
と
は
出
來
え
な
い
。

一
九
三
五 

年
に
お
い
て
六

、0
七
九
の
連
鎖
店
は
一
三
九
、
八
二 

0
の
小
賣
商
店
を
擁 

し
、

一.、
一
七
一
、
六
七
一
人
の
從
業
員
を
雇
傭
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
全
. 

小
賣
商
業
從
業
員
の
四
〇
％
は
從
業
員
三
五
人
.以
上
の
企
業
に
よ
つ
て
厘 

傭
.さ
れ
て
い
た
と
ヰ
う
小
賣
商
業
，.に
お
け
る
集
中
を
考
え
.る
な
ら
ば
、
小 

賣
商
業
に
お
げ
る
每
働
組
合
の
未
發
達
の
說
明
•を
，右
の
點
私

求
め
る
こ
と 

は
明
ら
；か
に
課
り
ち
：あ
り
、
'そ
の
理
由
は
當
然
他
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
石 

ソ
ま
い
。：
そ
九
は
そ
の
.從
業
員
の
中
に
は
將
來
自
か
ら
經
營
主
と
な
り
、
大 

',
商
店
の
支
配
人
た
^'
ん
と
す
る
も
.の
が
少
な
が
ら
ず
存
す
る
と 
一？

こ
と 

で
あ
る
。
こ

.れ
ら
の
勞
働
者
が
：組
.合
に
稹
極
的
，な
關
心
を
承
さ
な
い
の
，は 

,當
然
で
あ
る
し
、
又
そ
の
殆
ん
ど
.が
筋
肉
勞
働
者
よ
り
も
は
る
か
に
組
織

化
に

無
關
心

な

所

謂「

ィ
ン
テ
リ
努
倒

，者J

で
あ
る
と1ー <

う
事
情
、

更
に 

は
全
髖
の
少
な

か
ら
ざ

る
部
分
を
占
め

る
女
子
從
業
員
が

そ
れ
を

結
婚
ま 

:

で
■
の
：
一
時

的
な
任

事
-と考
克
.

て
.い
.
.

る
，に
す
ぎ
な
い

と̂
.

う

こ
と
も

此
め
：分 

野
の
全
般
的
な
組
織
の
未
成
孰
さ
を
說
明
す
る
.
事
情
で
.

お
ろ
.
う

.0

,
.
.
.

と
'
は
：言
え
全
體
的
.

に
は
小
寶
.
商

業

內

部

に

.
お

い

で

-.
%
依
然
組
談
化
の
傾
；
 

的

を

養

す
. ^

こ
：
±
ゆ
出
來
- x
.

な
い
が
、
そ
れ
で
は
そ
0 .
組
織
化
は
如
何 

な
‘
る
結
果
を
%
た
ら
す
で
あ
ろ
う

か
。
組
合
沽
動
の
目
的
が
.

賃
銀
の
引
き
. 

上
げ
と
勞
働
诗
- W

の
短
縮
化
に
お
か
.
れ
'

る
こ
と
は
^

う
ま
で
も
な
い
が
、
 

此
處
で
は
前
考
の
も
た
ら
ザ
結
果
に
'

つ
い
ズ
考
え
る
こ
と
、
す
る
？
も
し 

现
在
，...の
.
販
賣
高
の
一
.
四
^

と
，会

う

賃

銀

水

準

が

製

造

業

.
の
場
合
の.
ー|
セ
^

.

の
.水
準
1
まf

 

I

卽
ち
と
'れ
は
.小
實
商
：業
に
お
け
■る
.三

^
八
^
の
引
き 

-
上

げ

に

相

當

す

る
一
^
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
こ
と
.
0 

價
将
え
の
影
懲
は
何
ん
で
あ
ろ
う
か
。結
論
を
先
.に
'武
え
ば
、
m-
'
費
者
價
：
 

格

の

引

；き

上

げ

ぼ
^

り
え
な
い
'-a
：
云
：.わ

ね

ば
な
.ら
な
い
。.
何
彼
な
.ら
大
規 

摸
小
賣
商
業
は
主
と
し
て
家
族
勞
働
、に
依
伊
す
る
小
規
模
小
复
酿
業
と
常 

に
競
淨
關
保
に
立
つ
て
い
..る
の
で
あ
り
、
逼
傭
勞
働
力
を
主
と
.ネ
.る
小
規 

.模
：6
實
商
業
に
お
け
る
價
格
め
§|
:

.き
上
げ
は
當
然
競
赞
關
係
。
お
.い
て
小 

規

模

小

寶

商

業

を

有

利

な

：立

場

.に

立

た
し
が
.
る-こ
と
i

な
〃る
''
'
.が
e>
で
あ 

る
。
そ
の
場
合
經
營
者
は
む
し
ろ「

务
働
カ
の
靳
約
'と
作
業
能
：率
の
向
上」

 

を
以
つ
て
; «
銀

の
引
#:
上

げ

に

對

處

し

よ
う
と
.す
る
で.
_あ

：ろ5-
。
.
:郎

.

ち 

現

在

め賃
欽
水

準

に

お.い
て
.は

^ :

ら
ず
し
も
有

利

で

ば

なへ
い種
々
の
勞 

働
節
約
.の
'方

法

が

..
W
效

な
も
.の
と
し
.て
：採
陌
，玫
ち
れ
る
で

あ
.ろ
う

し
、.，。ハ‘
 

I

ト

タ

ィ

(

ム
.制

の

，
雇

傭

も
.廣
く
と
.ち
れ
る
-こK

な
る
.で
あ
ろi
o

M
L;
. 

て
此
處
で
{#
に
重
珙
な
ど
.と
^
:
晃

劣

る
多
激
の
從
業
者
は
.ぞ

の

仕

靡

を

：失

わ

な

け
れ
ば
な
ら
な
ハ
と
茨
う
こ
. 

と

で
あ
る
,1
-
0ゆ

ち

此

處

.
で
は
.「

高

い

賃

銀

水

準

か

多

敷

の

，先

業

者

.か
：

」

そ 

の
何
れ
か
の
選
擇
が
迫
■ら
れ
；るわ
け
で
あ
る

o
,

.
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末
開
潑
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將
來
丨
經
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發
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の
政
治
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意
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V

著
者
は
現
在
；ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
學
附
屬
硏
f

の
經
濟
學
者
で
あ 

。
り
.、
，本
書
は
_
c
o
u
-'
g
i
l
 o

n

 F
o
r
e
i
g
n

 R
e
l
a
t
i
o
n
s

に
お
け
る
著
者
を 

中

，心

と

す

る

碑

究

を

基

礎

と

し

.て
書
か
れ
た
も
の
で
.あ
.る
が
右g

c
n
c
i
l

 

.0
報

吿

で

は

な

.く

著

者

自

身

の

見

解

で

あ

る

.0

..

.三
部
に
分
れ
.て
.い
る
が
、
著
者
自
ら
述
.ベ
て
い
る
ょ
ぅ
：に
、

本

書

は

米

，
 

國

人

を

對

象

と

山

、.共

產

主

義

吟

對

抗

.し

て

米

國

或

は

自

由

諸

國

が

如

何

. 

に
し
て
珠
開
發
諸
國
め
開
發
間
題
を
理
解
し
援
助
す
べ
き
か
と
い
ぅ
こ
と 

を
：硏
究
す
る
こ
と
.を
目
的
と
.し
て
い
る
。
'

j

著
者
は
未
開
發
國
と
ば
、

一
時
的
な
或
は
資
源
の
不
足
に
ょ

る
貧
困
國 

で
.は
な
く
、
社
#

構
造
及
び
生
產
方
法
に
基
因
す
る
慢
性
的
な
貧
困
國
で
，
_ 

あ
.
.る
.と
定
義
し
て
い
_る
'
0從
づ
.て
、
：
.日
本
、
.イ
.ス
.ラ
千
.ル
、
南
阿
富
邦
、 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ツ
、
チ

y:—

、
ベ

ネ
ズ
，工ラ
、
ゥ
ル
グ
ァ
イ
、
キ
ユ

!
バ
、
 

ア
イ
'ル
ラ
シ
ド
、
填
、
.伊
、
西
、
波
、
'
洪
、

チ
エ
コ
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
，ド
等
- 

の 
諸
國
. は
舍
.ま
れ
ず
ど
れ
筝
. は

中

間

的

な

國

：で

あ

り

、

 

，.右

以

外
の
ア
ジ
ア 

■

諸
國
、
中
南
米
諸
國
及
び
ア
ス
S

ガ
が
こ
れ
に
該
當
す
る
.。.
.
y連
も
中
間 

俩
な
國
.と
し
て
い
る

0
-世
界
.の
人
口
の
三
分
の
二
が
未
開
發
國
に

住

み

、 

'六
：分

0

一：
が
夫
々
.中

間

國

及

.び

高

度

開

發

闺

(

米
、
.
加
、
英
、
獅
、
.
佛
、

瑞
、
'

ス
イ
ス
、
.

丁
、
蘭
、
白
、
潔
洲
及
び
f

.

r

ジ—

ラ
ブ
と
に
住
ん 

で
'

い
，る
。.
共
產
主
鮝
圈
內
：で
: ^

自
由
諸
國
圈
孜
で
も
、
人
口
の
三
分
の
ニ 

;

は
未
開
發
國
に
住
ん
で
い
.
る
.
こ
と
、
な
る
？
',
:

.

-

.


